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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 明日、上野康弘様のデイケア利用について主治医へ打診していく

· 明日から経過連絡表の作成時間を各スタッフへ割り振りしていく為、各自時間調整して作成を進めていくように

· 1/29(火)、午前中に根岸恵利子様がデイケア見学予定。事前に情報収集を行っておく

· 1/19(火)、ベルエポックスタッフ・病院ＰＳＷ・通所スタッフ・本人にて今後の青山荘利用について話し合い実施、又使用施設の見学実施予定

· 1/19(火)・30(水)、法人研修実施予定

· 1/30(水)16:30～17:00 病院1階集会室にて、松園ハイツ入居者様の火災前後の対応について振り返り実施。参加者：上野、小島、松村

· 2/4(月)・5(火)・7(木)・8(金)、「医療従事者としての姿勢と行動」について全スタッフ対象として研修実施の為、いずれかに参加すること。出欠は1/28までに入力
· 2/6(水) 17：10～18：30 メンタル３階にて看護グループ内研修「ＡＥＤの救急対応」実施
＜事故対策委員会・感染対策委員会の巡視結果報告＞

· 1・2階のキッチンスペースに使用済み延長コードが置きっぱなしになっている

⇒使用後はスタッフルームへ回収する

· ２階冷蔵庫脇の戸棚が汚れている

· ２階廊下手すりにバスマットが掛けてあり、見た目に悪い

· 浴室入り口に設置している布巾干しの使用法が不明。場合によっては設置場所を検討

＜利用者様情報＞

・植村　廣隆様～眠気を訴えており、昨日弟様が帰省した為話し込んでしまい、3：00～6：00の睡眠であったとの事。来所後は静養室を利用して仮眠をとる事があるが、プログラムには参加することが出来ている。

・向井　敦子様～右乳房にしこりがあり、今後の検査や手術日程の相談の為2/4(月)に野辺地市民病院を受診予定との事。主治医へは今週の外来受診時に相談し放っておいても問題ないことを説明受けている。市立病院の医師からは、悪性ではないが放置する事で大きくなる恐れがある為、切除してもよいと説明受けたとの事。本人は切除を希望しており、本日当院のＰＳＷを通して主治医へ確認。主治医からも本人の希望であれば切除してもよいと許可が降りている。ご家族としては2/5の当院受診時に直接主治医へ相談する事を希望されていると本人が話されている為、本日対応したＰＳＷからご家族へ電話連絡にて詳細を説明する事とし、2/5の当院受診の際には市民病院の受診結果を確認する事としている。又、2/4の市民病院受診については、御家族に相談せず受診申込をしている為、ご家族へ伝えないで欲しいと希望されている。

本日の様子として時折表情の硬さが見られており、「磯島さんの声で幻聴のような物がある」と訴えている。相手が視界に入らなければ幻聴は聞こえないと話されている為、相手の方と距離を置くよう伝え、関係性について観察していく。

・繁名　和恵様～昨日の午前中には便秘をしていると話されているが、昨日午後から下痢があり本日も下痢が続いていると報告を受けている。下痢の背景として、便秘により一昨日から下剤を連用した事と、排便がない事で下剤（シンラック）の服用量を増やしながら服用した事を挙げている為、下痢が落ち着くまで下剤の服用を控えるよう説明している。

今朝から幻聴が酷く8：30に頓服（リスパダール液）を服用したとの事。デイケア利用してからも幻聴が強いと訴えており、静養室を利用して休みながら過ごされている。本日はデイケアで１日を過ごす事を目標としている為、休みながらでも日中を過ごす事が出来た事を本人へ評価していく。

・袴田　淑子様～昨日の外来受診時に下痢の訴えがあり、軟便や下痢が日曜から続いていると話されている。本日は下痢は無いと報告されているが、スタッフを変えると下痢が続いていると報告されるなど、訴えに一貫性がない。青風荘スタッフへ確認すると、便の性状はいつも通りとの事。

・清水　秋男様～2～3日の間、早朝覚醒や中途覚醒があると話されている。又、家事など生活の全般を１人で行う事に対して大変だと訴えている。本人の状態については定期的に関係機関で情報共有を図っていく必要がある為、メール等を利用して情報提供していく。

・八木橋　牧雄様～昨日の炊飯器スイッチを入れ忘れた事を気にしている様子はあるが、昨日の内容を他者と笑い話にする事ができている。顔面紅潮や手指振戦、酒臭は無く飲酒へと繋がった様子は見られない。本人からも「昨日は真直ぐ帰って直ぐ休んだよ」と話されている。

・下町　サン子様～今週に入り２本抜歯しているが、痛みはだいぶ軽減したとの事。明日歯科受診し、型取りをして入れ歯を作成予定との事。

＜事例検討＞

・大下　良悦様（63）　主：統合失調症　合：なし　主治医：川端良Dr

【長期目標】

病状の安定を目指しながら、生活能力の向上を目指す。

【中期目標】

病状の変化に気付き、対処出来るようにする。

プログラムへ積極的に参加する。

【短期目標】

不安な事や困った事があれば、スタッフへ相談する。

時間に遅れないよう早めの準備と行動を心掛ける。

【実施計画】

①病状変化（言葉が出ず動きが止まる・小刻み歩行・表情の強張り等）が見られないか観察をする。また、病状変化が見られ次の動作に移れずにいる際は、状況を確認し次の行動へ移れるよう声掛けを行う。

②居眠りをしていたりトイレに行きプログラムに遅れることがある為、予定時間が過ぎていることや遅れないよう声掛けを行う。また、入浴予定時間に合わせた行動が出来ているか観察し必要時介入する。

③プログラム中の居眠りや活気が見られない場合は、前日の就床時間や睡眠状況の確認をする。

【現症】

· 自閉・感情鈍麻・意欲減退

· 嗜好品が切れると動作の停止・表情の強張りが見られる

· メモへの固着があり、些細な行動の確認や報告を繰り返している。又、場面を考えて話かけることが出来なくなっている

· 居眠りが多く、バランスを崩す場面があり見守り要している。又、行動の途中で眠ってしまう事あり

· 物忘れ様の日課確認が増えている。

· 自分から声を掛ける事が増えたが、時に気分高揚など病状との関連が疑われる状態となる事がある

· 月末になると小遣いが不足し動作の異常が見られる。小遣いの管理は月単位を自分で行っているが、コーヒーや煙草の買いすぎが時に見られる

· 正月には眼のギラツキ、口調の強さが見られ、夜間の睡眠が取れない日が続いていた

· プログラムへの遅れは見られないが、居眠りが多くプログラムの終了に気が付くことが出来ない

· 居眠りにより、入浴など日課への遅れが見られるが、指摘しても眠っている事を認める発言は無い

【今後の計画】

①⇒継続するが、病状変化に気分高揚などの状態も追記する

②⇒プログラムには遅れないが日課には遅れがちな為、文面の変更を行う

③⇒“眠っている際の安全確認と、眠っていた事の振り返りを行い自覚を促していく”を追記

＜外来患者様情報＞

· 奥山　以依子様～主治医へ「弟の電話番号を知っていたら教えて下さい」と話されている。

· 上久保　善郎様～採血の結果異常なし。

